
別紙２ 

 

全学内部質保証委員会の意見書 

 

Ⅰ 対象となるセンター等 

キャリアセンター 

 

Ⅱ 自己点検、外部評価実施時期 

令和４年 12月 

 

Ⅲ 評価結果 

１．自己点検・評価は適切に実施されたか 

適切である 

 
２．外部評価は適切に実施されたか（外部評価を実施している場合） 

※該当しない 

 
３．活動は本学及びセンター等の使命・目的に沿ったものであるか 

適切である 
 
４．活動によって質の向上が図られているか 

図られている 
 
５．外部評価における意見への対応（自己点検・評価での課題への対応）は適切か 

適切である 
 
６．専任教員の配置は妥当か 

適切である 
 
７．その他、特記すべき点・改善を要する点等 

【特記すべき点】自己点検・評価対象期間の平均就職率が 97.9 %と高い就職率を

達成している。本学のキャリア支援課がモデルとなった、NHK BS プレミアム 福

井発地域ドラマ「シューカツ屋」（令和２年２月 26 日放送）につながり、地域・

社会に対してセンター（キャリア支援課）の活動の周知となった。キャリア教育

の発展と充実を目指し、「学びの母港」に資するキャリア教育プラットフォームプ

ログラムの構築に取り組んでいる。 
【改善を要する点】専任の配置人員が少なく、任期付きの特命職員であるため、

発展的なキャリア教育と柔軟で手厚い就職支援を継続して提供するためには、長

期を見据えた人員の配置が望まれる。 
 
８．上記を踏まえ、センター等の改廃についての意見 

現状どおり設置していくことは適切である 

＜センター等＞ 


